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福岡1位 21 14 宮崎2位

【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 三好　洋一郎

福岡県バスケットボール協会

全九州大会決勝、福岡県１位精華女子対宮崎県２位小林との対戦、精華女子＃４、＃６、＃７、＃１１、＃１４、小林
＃５、＃６、＃７、＃１３、＃１４のスターティングメンバーで試合開始。第１Q、両チームともハーフコートのマンツーマ
ンでスタートするが、いずれのチームもシュートがリングに嫌われ序盤はロースコアの展開。小林は＃６のドライブ
から、精華は早いトランジションからブレイクを仕掛け、お互い流れを引き寄せようとする。走り勝った精華が２１対１
７とリードして第１Ｑ終了。第２Q、まず精華＃４のジャンパー、続いて小林＃１３がお返し。すると精華はさらに＃１１
の３ｐｔｓでお返し。１Ｑとうって変わって点の入れ合いの様相。精華はリバウンドからの速攻をで足を止めずに徐々
にリードを広げる。小林は＃６の１ｏｎ１からスコア、味方が空けばアシストと、得点を重ねる。一方、精華は＃７が
ファウルを受けながら３ｐｔｓを沈めての４点プレイなどで５０対４０とリードして前半終了。第３Q、一進一退の展開の
中、精華は＃４がこの試合始めて３ｐｔｓを決めるが、小林は＃６のパスから＃７のシュートがバスケットカウントとな
り３点プレイ。小林が点差を詰め流れを掴みかけると、＃６、＃７が２点をねじ込み流れを渡さない。結局７４対５７
で精華がリードを広げて第３Ｑ終了。第４Q、精華は＃６のインサイドとミドルからのジャンプシュート、＃４の３ｐｔｓで
攻めるが、小林は＃７と＃１４のコンビネーションが冴え点差が動かない。最後は精華＃７が３ｐｔｓを沈めて９５対７
１で試合終了。精華女子が今大会の頂点に立った。両チームの強い気持ちがコート上に表現された好ゲームだっ
た。
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第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月24日
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福岡4位 13 23 福岡3位

【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 内田　二郎

福岡県バスケットボール協会

全九州大会Bパート女子決勝、福岡県３位東海大福岡対福岡県４位中村学園との福岡県福岡地区の対戦となった。
中村学園のスターティングメンバ―は、＃６、＃７、＃９、＃１２、＃１５、東海大福岡のスターティングメンバ―は、＃
７、＃１０、＃１１、＃１５、＃１６で試合開始。第1Q～中村学園＃１５ファールをもらい２点先制。その後、足を負傷し、
＃１３と交代。＃６の３Pなどで中村学園７点リード。３分経過後、東海大福岡タイムアウト。東海大福岡も攻撃がかみ
合い徐々に得点していく。残り４分を切った時点で同点となる。第１Q残り３分で東海大福岡は逆転するが中村学園も
食い下がる。第１Q１７対１８で東海大福岡１点リード。第2Q～両チームの緊迫した一進一退の攻防が続く。両チーム
のディフェンスが素晴らしく容易に得点できない。残り４分を切ったところで中村学園タイムアウト。お互いにリズムよく
歯切れのいいオフェンス・ディフェンスが展開されシュートが入るか入らないかという緊迫した前半である。２４対３１前
半東海大福岡がリードして終了。第3Q～前半早々＃１５が負傷退場した中村学園はファイブアウトオフェンスでドライ
ブの連続した攻撃でたたみかける。しかし、東海大福岡は、速攻からの得点で第３Q残り５分で９点差をつける。残り３
分中村学園の流れになり得点を重ね、１点差まで詰め寄ったあと＃６シュートで１点逆転。第３Qは３８対３５で中村学
園が初めてリードし終了。第4Q～始まってすぐ東海大福岡連続得点で再逆転。両チームとも激しいパスゲームの連
続。中村学園残り５分２０秒で同点に追いつき逆転。東海大福岡＃１５バスケットカウントで残り４分再逆転とシーソー
ゲーム。東海大福岡＃１６が３Pで５点リード。中村学園タイムアウト。残り１分を切ったところで中村学園の速攻が決ま
り１点差。東海大福岡＃１２ドライブでファールバスケットカウント。最後は５１対５８で東海大福岡勝利。甲乙付けがた
い決勝戦であった。
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第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月24日
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